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学部長就任の挨拶

岡本先生が亡 くな られて早や 4

ケ月が過 ぎました。社会に対 して

また、広島大学の他部局に対 して

大変御迷惑をおかけしたことを本

当に申訳な く心か らおわびしなけ

ればな らないと思います。今総合

科学部は最悪の事態に至 ってお り、

私達 として今何 をなすべ きか、真剣に苦慮 している

次第です。事件の真相 は公判により明 らかになるこ

とでしょうが、私達 としては総合科学部創設の理念、

原点に思いを馳せ、今後ますます学部の発展に努力

する以外に道はないと思います。総合科学部が如何

にすばらしい理想をかかげ、多大の苦難の末に作 ら

れたかは今更述べる必要はない と思います。創設以

来 13年、 どのような努力がなされて来 たか も私達総

合科学部の構成員が最 もよく知 ってお り、またその

ことを誇 りに思 っています。非常に苦 しい立場にあ

る総合科学部の構成員である私達のなすべ き事 とし

て特別な方策があるとは思えません。いままで通 り

各 々の責務を今迄以上に遂行することが総合科学部

を愛した岡本先生に対する最善の供養になると思い

ます。

総合科学部創設に絶大なる御努力を頂いた、国立

教育会館長井内慶次郎先生 と御会い した時「我 々

凡人 は肩肘張って生活すると、傲慢になるか卑屈に

な り易い。 自然体でなすべ きことを一歩一歩着実に

実行することが大切である。」と話されました。総合科学

部を愛し、将来の発展を見守って下さる先生の現在の私

達に対する御忠告と有難 く受取りました。

とはいえ私はやは り凡人で他人の目が気にな りま

す。毎 日毎 日、好 きな歌の一節を思い出し、口ずさ

/Lで お ります。

Wo ich gehe?   WO ich stehe?
Lachen die lllenchen mir zu !

総合科学部の皆んなが力を合せて頑張ればきっとこ

の難局を乗 り越 えて立派な学部を作 り得 るものと確

信しています。 と思 う反面何故 こんなことになった

のだろうか、何が欠けていたのだろうか、何が今必要

なのだろうかと繰返 し繰返 し反省 している毎 日です。

今か ら5年前、一般教育研究会が広島で開催 され

た時に前述の井内先生が特別講演をされました。 そ

総合科学部長 天 野   寅

の中で曽野綾子 さ/Lが当時文部次官であらた井内先

生に話 されたことの一節が何故か非常に強 く印象に

残 っております。改 めて読み直 し(メ タセコイア

%16)、 色々なことを考えさせ られたのでここに

引用 し結びのことばにさせていただきます。

「 今日お話 ししましたょうに、私は文学 を通 じて

人間のむ しろ弱いとことか醜 いとことか、 しか し真

実を追求するとい うことを文学を通 してやっており

ます。文学を通 じて人間を描 き続 けていて、 しみじ

み思 うことがあります。 それは、人間 も生物だ、動

物 だ とい うことをしみじみ思います。 そして、人間

を文学で追究 していて、生物、動物全体に通 じて言

えることは、 自己保存本能、自分にとって快いこと

自分にとってプラスになること、それは、生物全体

は必然その方向に走 り向うものだと思います。自分

にとって明 らかにマイナスである。 自分にとって損

である。 自分 に と っつ 或は命 まで賭 けなければな

らないリスクを敢 えて負 う。 そのような自 ら損なこ

とを決断 し、 それを実行 しうる能力は私は人間にし

かないと思います。 その能力は、自然に人間を放 り

出しておいてできるものなのか、或はそういう能力

は、人間社会において努力によって身に付 くものな

のか、その点 は如何な ものでしょうか。自分に とっ

て損なことを成 し得 る能力が、 どの程度身に付いて

おるかということが、教育の隆衰を判断する基準で

はないでしょうか。 そのような観点で考 えますな ら

ば、文部次官を前において恐縮だけども、今 日の我

が国の教育界は栄えつつあるのか、ひた落 ちに落 ち

つつあるのか、極めて疑間で ございます。」

境′きの近日取

―

|

|
|―
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昭和62年 10月 2日

10月 2日

10月 13日

し          10月 14日

10月 15日

10月 22日

10月 23日

11月 2日

11月 5日

11月 25日

昭和 62年 10月 2日 以後 の経過

天  野

広島県警捜査本部発表

「 広島大学構内における総合科学部長殺人事件捜査本部は、連 日捜査を続行

していたが、本 日被疑者の犯行であることを突 き止め、被疑者を通常逮捕 し

た。

被疑者 :広島大学総合科学部 助手 末光 博 」

臨時部局長連絡会議で説明

学長記者会見、総合科学部長記者会見

部局長連絡会議、評議会で説明

総合科学部教授会で説明

学長の告示 (別紙 1)

広島地方検察庁が起訴

臨時総合科学部人事教授会開催

「起訴による休職を決定」

臨時総合科学部教授会 で説明

臨時総合科学部人事教授会開催

「懲戒免職 を承認」

臨時部局長連絡会議開催

臨時評議会開催  「 懲戒処分の審査をすることに決定」

「懲戒免職処分 を決定」

(男1紙 1)  教職員・ 学生の皆様へ

岡本学部長刺殺事件発生以来、大学 としては捜査に協力 してきま

したが、去 る10月 2日 本学の助手が容疑者 として逮捕 されましたの

で、警察 とも協議 した結果、今後、学内における従来のような捜査

活動は打 ち切 られることにな りました。

この間、事件解決のために多 くの方々の御協力 をいただきました

ことに対 して、心か ら感謝いたします。

学内が再び本来の平静 な状態に立らかえ り、いっそう充実 した教

育・研究が行われますよう切望 します。

昭和

“

年 10月 15日

広島大学長 沖原  豊
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広 ‐島 ‐'大 ‐学 ‐公 開 説 1明 1会

去 る7月 21日 、広島厚生年金会館で高校 2年生 を

対象とする広島大学の公開説明会が開催 された。 こ

こ数年の大学改革の動 きの中で、 その対応 に追われ

る受験生 と大学側が、双方手探 りで何 とか探 し当て

た方策の 1つ、 とい ういい方 もあなが ら的外れとは

言えまい。広島大学が、今年度入試で多 くの入学辞

退者を出し、追加合格の措置 を講ずるなど、「慌 た

だしい春」 を過 したことは記憶に新 しい。

それで も、大学側か ら、来年度受験の 3年生に対

してではな く、 これか ら自分の進路について真剣 に

考 え始めようとしている 2年生に対 して (地元の高

校生に限 られているとはいえ )こ のような働 きかけ

がなされたとい うことは、それな りに評価すべきこ

とであろう。来年以降 も、 よリー層の内容の充実を

図 り、 このような説明会が続けられてい くことを期

待 したい。               ・

さて、当の説明会であるが、午前は文科系、午後

に理科系の各学部が、実際の内容や就職状況につい

て説明を行 った。総合科学部は言 うまで もなく午前

と午後の 2回 に登場 し、いわゆる理科系の 4コ ース

は故岡本前学部長が、文科系 3コ ースについては地

域文化 コースの志郁教官が紹介を行った。会場での

質疑応答の後、各学部の見学 も実施 された。

「 広島大学で何が学べるか」 をテーマに開催 され

た説明会であったが、総合科学部の場合 どうして も

学部創設の理念、あるいは特色について触れざるを

得ない。例 ぇば志郁教官は文科系 3コ ースの具体的

な説明の前に、 この学部の若 さや、専門の壁を打 ち

破 っての学問の統合が要請 されている社会的な状況

について語 り、総合科学部が求めている学生は「現

代の諸問題に対 していろいろと関′心を持 っている」

学生、 あるいは「何か自分に出来 そうだ、何かをや

りたいのだけれど、何をやればいいのか今はわか ら

ない」学生だとぃ う6 1年終わ りのコース決定迄に

いろんなことを考え、 それか らや りたいことをつか

めばいい、 とい うことである。 これまでの総合科学

部生の多 くが、 ここに魅かれてやって来 た。

そして故岡本先生が高校生に語ったこと

編 集 部

この公開説明会の余韻 も消えないうちに、岡本先

生は急逝 された。周知のように事件は一応の結末 を

迎 えたが、岡本先生の公式の場での恐 らく最後の言

葉 となったこの説明会での話を、追悼の意を込め、

ここに





昭和62年度総合科学部一年次生合宿研修行事報告

去 る10月 2硼臥 2臥日)日 、広島工業大学沼田研修所

において、総科62生に対するコースガイダンスのた

め合宿研修が実施 された。参加者は、総科62生 120

名、教官I略、事務官 6名 であった。以下は、 その

行事内容に関する報告である。

まず、 この合宿研修の性質を知 るために、「 合宿

研修のしお り」の「 あいさつ」の文 を紹介 してお く。

『 今回行なわれる沼田研修は、一昨年迄は西条研

修 として、一年次の五月末に実施されてきました。

しか し、昨年は入学定員増加に伴って、西条の研修

施設では人員の収容ができなくな り、 このような研

修行事は実施されませ /tで した。 その結果、61の先

輩方が学部側に「 こういったコース説明の研修はコ

ース決定に大変役立つ ものだか らJと 直訴 し、また

学部傾1も 研修の必要性 を感 じたため、今年また再出

発 したのです。いわば、この合宿は、教官の方々、事

務の方々、61の先輩方、62の学生委員、 そして参加

者全員 よりなる、総合科学部全体でつ くり上げた研

修なのです。

この研修の一番の目的は、今までなされてきた形

式的なコース説明ではな く、もっと堀 りさげたとこ

ろ、例えば、教官方は実際 どのような研究をしてい

らっしゃるか、上級年での学習内容、卒業論文のテ

ーマ、就職状況などによって、具体的に一つ一つの

コースを知 ることにあ ります。 7コ ース編成にな り

資料の不足す るコースもありますが、 それを補える

ように各 コースに多面的なアプローチを試みていま

す。 そして又、教官方 と直接対話できる場 も用意 さ

れています。

「 ― 私はこの機会に、諸君に “対話のすすめ "

を提案 したい。 そして対話を通 じて相手の話を徹底

して聞 く、いわゆる “聞 き上手 "に なって欲 しい。

人の言葉をよく聞いて、その人の′いを正 しくとらえ

ることができれば、次に自分の気持 ちを正確に伝え

る “話 し上手 "に なる方法 もわかって くる。 ここに

人間相互の信頼 と協調が生 まれる。 そして対話を大

切にす る中で、暖かい人間関係をつ くる意義 をかみ

じめて欲 しい。

従って、 “対話のすすめ "は良い友を作 ることに

も役立つ。良い友人を持つには、まず自分が相手を

編 集 部

理解 し相手の良 き友 とならなければな らないが、そ

れを可能 にして くれるのが対話であろう。 そして対

話を通 じてお互いの美しい心を伝 えあって欲 しい。

我 々にとって、 貴重な人 と人 とのふれあいはこうし

て生 まれる。合宿はそうい う機会 を諸君に与えて く

れるだろ う。 一 」

以上は、一昨年の研修のしお りの冒頭で述べ られ

た故岡本哲彦前学部長のお言葉です。 この研修 を “

聞 く"だ けの研修に終わ らせないで下さい。多 くの

人 と“話す "こ とをして下 さい。御生前、 この合宿

研修再開のために各方面に働 きかけて下さった前学

部長の言葉を胸に、 この二 日間が明日につながる何

かの糧 となるよう、参加者一人ひとりがこの合宿研

修 を築 きあげていきましょうな

能学生委員一同 』

この文章で、今回の合宿研修の性質が理解できる

と思 う。次に合宿研修内で実施 された行事について

の報告をする。

参加教官

天野 賞学部長 久保 泉教官  檜原忠幹教官

上里一郎教官  生和秀敏教官  福嶋正純教官

磯道義典教官  武森重樹教官  舟場正富教官

伊藤詔子教官  田村和之教官  堀越孝雄教官

川辺信雄教官  内藤陽哉教官  間瀬 茂教官

菊地邦雄教官  根平邦人教官  宗岡洋二郎教官

I 全体 ミーティング(24日 14:30～ 16:30)

約 1時 間かけて、広工大沼田研修所に着 き、す ぐ

参加者全員が大講義室に集合 し、全体 ミーティング

がはじまった。

最初の学部長挨拶で天野学部長は、故岡本前学部

長の事件でのマスコ ミの誤 った報道、特に現在総合

科学部が とっている大講座制について説明 され た。

この事件のため、当初参加予定 されていた教官に変

更があったことや、私達が広島大学総合科学部生で

あるとい うことか ら、 この事件について教官側か ら

何のコメン トもなか ったのは、やや不満であったの

で、学部長のこのコメントは意義深かった。 また学

部長は、総合科学部生 として、専門を越えた友人を

つ くることをすすめ、 そして、「何かをやってやろ

-5-



う」 とい う意志を もって、学生が学部を活発化 して

い くべきだと述べ られた。

次に 7コ ースの説明



b 理系 ミーティング            ‐

教官 久保教官 (数理情報 )

間瀬教官 (  ″  )
1    磯道教官 (  ″  )

檜 原教官 (物質生命 )

宗岡教官 (  ″  )
根平教官 (自 然環境 )

堀越教官 (  ″  )
上里教官 (生体行動 )

生和教官 (  ″  )
菊地教官 (  ″  )

事前に班別 ミーテ ィングでの疑間点を、各班の司

会者が集まって出しておいた。最初にこの疑問点を

各教官に答 えてもらった。 これ らの疑問点は、研究

室の選び方、卒論のテーマの決 め方、コース内での

群の分かれ方等、 どのコ‐スに も共通す るものばか

りで、具体的な問題は班別 ミーティングでかな り解

消されたもの と思われる。実際、 これ らの疑間点 を

教官方 に答 えて もらった後、質疑応答に移 ったが、

学問の内容を問う質問等はなく'、 これは具体的な研

究テーマに関しての質疑応答が行われた文系 ミーテ

ィングとは対照的である。 しかし、発言者が 6名程

だったのは、前日既に疑間が解消されたとみるべき

なのか、発言を控えていたとみるべきなのかは、間

題であると思う。せっかく多数の教官に直接質問で

きる場であったのだから、 もっと発言者が多くても

良かったのではないだろうか。 このことは、 ミーテ

ィングの最中 5 か @の



V

‐

Ⅶ 総括

今回の合宿では合 わせて 3つの ミーティング(全

体・班別・文理別 )が行 われた。全体 ミーテ ィング

をのぞいては、希望 コースごとの班編成、あるいは

文理別などといった、コース別を意識 しす ぎる面が

目立 ったようだが、 この ことはコースをはっきり決

めかねている学生にとっては多少難があったか も知

れない。「 学際性」を売 りものにする総合科学部 と

しては、 もう少 しコース間の壁を低 くした構成を考

え、「総合科学科」 とい う1学科 としての帰属意識

を強調するべ きであった。

また、 それに関連 して、文系よ り理系の方に制約

が多 く(要望・指定科目など )、 どうして も研究内

容が分化 しがらであることが問題点 として浮かび、

理系 ミーティングでは専 ら「学際性」について議論

が交わされたのに対 して、文系 ミーティングではコ

ースごとの、或いは個人の もつテーマについて、な

ど個 々のや りとりが多か ったのは興味深いことであ

る。

次に、合宿の行われた時期であるが、学生・教官

を問わず、 どうして も“先輩指導型 "に なる一昨年

までの 5月 よりは、学生間の交流が深まって、 1年

生が自主的に行動で きる10日 前後で良 しとする向 き

が多かった。

広大では4月 に全学のオリエンテーションキャン

プもあり、総科の研修合宿は親睦を深めることよ り

も、各自の進路を真剣に考え、 より詳 しい情報を得

る機会 としてとらえるべ きであろう。 ただ、議論 を

してゆくうちに自分の もつ意欲の方向がわかるとい

うケースや、これまで考 えていたコースを変更する

場合 もあることか ら、後期の聴講手続期間よりも早

めに行 うべ きだとい う意見 も多かった。

さらに、希望 コースの予備調査をする前に、 とい

う意見 もあったが、予備調査をすることでプレ

'シャーがかか り、問題意識が高まったところで研修 を

行 う、 とい う点 はむしろプラス面であったと思われ

る。

一方、全体 ミーティングでは、 これまで も行われ

たコース説明会 とは違 った、各教官の個性を出した

ものにするため “lC粉 間 レクチ ャー "の方式をとっ

たが、それで も「 これまでのガイダンスと変わ りが

ない」 「(全体の)時間が長すぎる」などの■判

もきかれ、学生側の反応は必ずしも喜ばしいもので

はなかったようでぁる。この背後には、1烈年
`輩

べ

てガイダンスが多過ぎる、9月 にも説明会:を行らた

ばか りだ、 というようなこともあ り、今後の検討課

題 となるであろう。教官側か らの「説明」 よりも学

生側の自主的な「 下調べ」に重点 をお くことで、 は

じめてコースや総科に関する疑問点が各自の もの と

して具体化するのではないだろうか。

また、今回の合宿での大 きな問題点のひとつに、

学生同士の対話が少なかったとい うことが挙げられ

る0ゞ、 3つの ミーテ ィング中で班別 ミーティングが

最 も成果があったとい う報告か らも分 かるように、

小単位の ミーティングを数多 く行 うということも考

えた方がよさそうである。 むしろ、班別 ミーティン

グなども、教官をつけずに学生だけで自由に話 し合

う形 を とった方が、 より発ー 羨



新任紹介 その 1
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1970年 代の中頃、オハイオ州立大学大学院の文化人類学M.A.コ ースを終了し、Ph.D.

へ進むため、Miclligan S tate,The Univ.Of V irginia と The Univ.Of Kansas

に応募 しました。

Miぬ igan S tateか らオハイオ州立大学に来 られていた台湾出身の Cllen教授 より、当時、

Miぬ igan Stateで Chairmanを されていたGallin教 授 を紹介 していただ き、 Ohioの

C olllllrlbusよ りGreyhowldで 面接に行 きました。 そのあとす ぐ、今度は、 V irginiaの

Charlotsvi n eに あるTlle Univ.of Virginiaで Chair manを されていたWagner教授 との面接に も行 って

来ました。 しか し、 The Univ.of Kansasと は手紙だけでした。

数力月して、Michigan Stateか らはだめだとの返事を受取 りましたが、 K ansasか らは入学許可 C返事

が届 きました。 Kansasで勉強を始めてす ぐにV irginiaか ら来てもよいとの連絡がありましたが、 そのまま

K ansasで やってみることにしました。

Kansasに 入学 した 1976年 だったと思いますが、その当時広大にお られたM先生 より、英語の先生 を

公募 しているので応募 してみてはどうですか との手紙をいただきました。何日か考 えて、寮に帰 る坂道を登

りなが ら、まだまだ自分には力がないので応募 はしない決′と、をし、先生にお返事 を差 し上 げたことをはっき

りと今で も覚 えています。

あれから、lC洋後の現在、総合科学部に勤務するようになるとは思 ってお りませんでしたが、 トロントの

学会では嶋先生にお会いし、 Kansasの Lawrence では坂本先生にお会いしたりするなど、偶然だとは思 い

ますが、何か縁があったような気 もしてな りません。

外国語 コースでは、異文化間コミュニケーション論を担当す ることになってお り、文化人類学の経験を活

かせたらと願 っています。 この 7月 は、ハヮイ大学の東西文化センターでのIntercultural CollllHlllnicaticlII

WOrksl10pに 参加 して、大学で異文化間コミュニケーションのコースをどのようにして教えたらよいのか な

どを話 し合いました。

赴任 して 2カ 月足 らずで、まだ落 ち着 きま� �て

ー



「過 密 状 態 の 総 科」

総科の建物には人間があふれ、すでに過密状態に

陥っているのではないかとい う指摘がある。 もらろ

え、総科は御承知の とお り総科生以外に一般教育科

目を受講する他学部の学生 も出入 りしてお り、その

点では広大で最 もにぎやかな建物であるといえる。

しか し、 あの人気講義での立 ら見の学生の数、教

室での席取 り、果ては語学の教室の席が「 全員出席

すると足 りない」だの、 LL教室の席が足 りな くて

普通教室に変更 とな り、結局カセ ントテ~プ を使 っ

て各自家で ヒァリングをすることになった、 などと

い う事態 は、いかに「混み合った状態で も平気」 と

いわれ る日本人で も、多少の問題意識を感 じること

であろう。

私 たらの世代が小学生の時分には、「 ゆとりの教

育」を目指 して犯大学級にしようとす る運動が高揚

していたとい う記憶があるが、いずれにせよ、私 た

ちは、極度な過疎地出身者でなければ、物心ついた

ときか ら「人間で混み合 った状態Jに慣 らされてき

ている(も っとも、最近児童数は減少の一途をたど

り、他に も都市の ドーナツ化などで人 口、特に学生・

生徒・児童数の問題を単純に論ずることは難 しいの

であるが )。 つま り、 ここで言いたいのは満員電車

編 集 部

に平気で乗れるかどうか、 とかそうい う極端な例で

はな く、 ぎゅうぎゅう詰めの講義の席で、隣 りの人

とヒジがぶつかった り、教科書やノー トを重ねない

と置 くことができないにも拘 らず、 ヒステリーをお

こしたり、不満 を もらしたりすることのない、 とい

うよりできないような環境になって しまった、 とい

うことなのだ。

ところで、講義の場である教室以外の生活空間、

つまり廊下、ロビー、ピロティなどはどうだろう。

むしろ、 こちらの方がより総科の人間の多さを実感

させてくれるといって よい。なぜなら、講義の時間

以外では、たいていの人は黙ってじっと座 っている

ということがないか らだ。人間は生 きている限 り動

く。話をする。そしてそれに見合 った生活空間が必

要であ り、適度な静けさも必要だ。 しかし、 この総

科の建物を見渡 して どぅだろう。 さらに、そこか ら

離れた (特 に 1年生の )学生研究室 は、食堂は…?

このように考 えてみると、私たちの大学での日常

生活で、「人の数の圧迫」を感 じる場は、総科の建

物内だけとは言えな くなる。 (無論、他学部の校舎

は、総科の校舎 よりも人数 と広 さの割合ではるかに

ゆとりがあるとい う見方 もできる。 )そ して、極端
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に言 えば、 このような圧迫を感 じ続ける以上、私 た

ちは気付かぬ うちに微量なが ら連続的なス トレスを

受けつづけることにな りかねない、 とい うわけであ

る。

それはともか く極端な例 とい うことにして、 もう

ひとう気がついたのは、広大の構内には、 とにか く

ベンチ、座 って落 ち着ける所が少ないということだ。

イスな ら教室に山ほどあるではないか、 とおっしゃ

るか も知れないが、あのイスで、机で、ゆっくり座

って弁当を食べた り話 をしたりすることは、学生諸

君にとって本当に満足であろうか ? どちらか と言

えば、食堂は混んでいて前に座 っていた人が食べ終

わるのを待たな くては席 もとれない くらいだし、学

生研究室 も居場所がない くらいの混雑で、他 に座っ

て落 ち着ける場所がないか ら、仕方な く3コ マロの

教室へで も……、 とい うことなのではないだろうか。

そして、人によっては、総科の建物の正面にある、

あのコンタリー トの仕切 りのような所へ腰を下ろす

ことになるのである。

加えて、 もうひとつの例に、図書館のイスの数が

ある。何千人 もの学生をかかえていなが ら、試験期

間は言 うべ きに もあらず、普段の日で も閲覧室はい

っぱいで、いっぱい、 というのはイスの ことではな

く空間の ことなのである力ヽ  とて も落 ち着いて読書

や勉強をするスペースがない。 (そ れにあの書棚 と

書棚の間隔の狭 さ。同 じ筋に 2人が立 って、互いに

左右の違 う書棚を見なが らすれちが うときなど、実

に窮屈である。 )しか しこのようなことも、 プロイ

ラー式に教育 を受けてきた世代には、別にどうとい

うこともないのであろうか。欲をいえば、まが りな

りに も学問研究の最高峰たる「大学」の図書室に ぐ

らいは、 そこに集 う学生達が悠々と座れるだけのイ

スと空間があってはしい ものなのであるが。

総科の建物の話がそれて しまったが、以上の “無

駄な "愚痴を教字の うえで確かめてみようと思 う。

確かめるといって も、総科の校舎の床面積を総科生

と一般教育科 目の受講人数で割 るなどとい うと/Lで

もないことはやめて、乏 しい資料の中か ら、一般教

育科 目の受講人数を調べてみた。年数が不足 してい

るのはたいへん恐縮なのであるが、61年度の前期で

他学部の 2・ 3年生を含んだ総受講者数は、 6,581

人 (院生 21、 総科生 523、 他学部生 6,037)。 そし

て

“

年 度の前期で、 6,916人 (院生 1■ 総科生 589、

他学部生 6,310)であった。 この資料か ら想像でき

るとおり、少なくとも毎年学生数は増加傾向にある。

また今年度前期の最多受講科目の受講者数は 7o4人

で、 この講義には教育学部大講義室が使われている

が、 ここの最大収容人数は 5∞ 人なのである。では、

残 りの 204人 は何処へ消 えるのか ? もちろ/1、 毎

甲全員出席 レそっ もない ことを見越 しての ことであ

ろうが、 それにして も、ほとん ど常に立 ち見がいる

とい う噂があるのは、誠に憂 うべ き事態である、 と

言わねばなるまい。

広大は漸次的に西条に移転 し、将来は、上記の様

な「過密問題Jに悩まされることもな くなるのであ

ろう。 だ力ヽ 総科は教養部であ り、かつ、独自の学

部生 もかかえている故に、総科が移転する予定の昭

和67年になるまでは、 これまでと同じ状況下におか

れると予想 される。 さらに、広大の募集定員が増加

すれば、現在を上回る学生が総科の校舎に出入 りす

ることになるであろう。現時点での学生は、広大の

「過渡期」に在学 したとい うだけの理由で “蟻のご

とくに集ま りて "窮 屈な学生生活を余儀な くされる

運命にあるのだ。将来入学 して くる学生のためには

立派な施設が用意 されるが、過渡期の学生のために

は、 これといった過密対策は考 え出されないのであ

ろうか。

しか しなが ら、広大が、敷地が狭い くせに受験生

をた くさん合格 させて くれる「良心的な」大学 であ

るとい うこともまた、事実である。昔なつかしい受

験の資料をめくりなが ら、広大総科の募集人員が、

140人 か ら170人 に増や されているのをみて、 (ひ

ょっとして私はこの30人の中に入れるか もしれない)

と、入試に明るい希望を見出したのを、思い出した。

(文責 伊藤多喜子 )
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新任紹介 その 2
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しました。戦後間 もなくの頃でしたから、壊滅状態の 電

i親 も私を育てるのに大変苦労 したようです。まとも 1
私が丁度14才 の時、おば(母親の姉 )の家に泊 りが 認

iベ ルリンの壁がつくられました。私は何 とか、母の 記

l類 は(特 に母親の実家が東恨1に ありましたので )、  ■

:が続 きました。物質には恵まれない幼年時代でした 1

が、ベルリンの森と湖を満喫しながら育ちました。少女時代、或る本の中に、ベ トナム人だったと思います 1
が、頭に傘をかぶちて野良仕事をしている絵があり、それを見た私は何故かよく分らないのですがとても感 l

動し、それから極東アジアに興味を持ち始めたようです。ベルリン自由大学に入学してもす ぐ、アジア研究 l

を中心に学びました。大学での研究はきつかったですが、自由な空気の中で満足しておりました。 ところが、三

ご存知の方 もおられるかも知れませんが、私どもの研究所からドイッの大学学生運動が起 り、たちまら他学 l

部にも拡散し、研究室に足 も踏み入れられなくなってしまいました。本が使えませんので研究 もできず、丁 l

度香港から帰ってきた私は仕方なくベルリンを離れ、ヴュルツプルタ大学へ変わりました。私自身は全く非 l

政治的人間なのですが、私が上記大学へ移る時、 こちらの研究所では、ベルリンの火元から学生が来るとの }

ことで心配があったそうです。ヴュルツプルク大学は、日本ではあまり知 られていないようですが、16世紀 l
に創立された古い大学で、日本 との関係で言えば、シーボル トがこの地で生れ学んでいます。またレントゲ 警

ンがレントゲンを発見した大学でもあります。この大学を卒業してすぐ日本にやって来ましたが、その後日 ξ
本とドイツの間を行ったり来たりで、広島の地に定住して、今年で8年が過ぎました。日本とドイッの大学 F

は、その歴史も、存在している意味もかなり違うようで、一概に比較できないようですので、ここでは触れ r

ませ/t。 私は、図書館の端で古書に囲まれながら読書に耽って暮らすのが理想なのです。(外国譲‐スMッ語)ξ

Ⅲ硼ⅢⅢl群 徳 昌"¨

い
性

町小学校 言
。或いは 詈

きである。言

ってか ら 言

昭和 10年 10月 、中国人の父 と日本人の母の間に四男 として生まれる。仙台市荒町小学校

を卒業後、仙台市第二中学校に入学。。昭和23年 7月 、中学 を中退 し、中国に戻る。或いは

少年時代 を日本で過 ごしたせいか、末だに日本の古寺やひなびた温泉・民家が好 きである。

東京の銀座ゃ新宿歌舞伎町など、飲み屋の酒 を除いてみな嫌いである。中国に帰 ってか ら

は、父に中国語を教えてもらい、上海市の江湾高校に入る。そして、昭和領洋 9月 、北京 言

大学理学部に入学。当時修業年限は5年 であり、専攻は流体力学であった。専攻ゆえ、風
=洞の実験もやるべきであるが、私の父方と母方の親戚が台湾や日本にいるので、所謂秘密に属する実験室に 墨

は入 らせて もらえなかった。卒業後、北京大学の助手になったが、北方の気候と食物が肌に合わず、南方に i

戻 り、昭和37年 9月 、上海市の復旦大学大学院に入る。専攻は数学の偏微分方程式であったが、実際卒業論 言

文は空気力学関係のテーマであ った。卒業後、同大学の助手 になり、理学部数学教室に籍を置いていたが、

文化大革命で、工場や農村を点々としてまわった。心身ともに鍛えられるところもな くはなかったが、相当

苦労 したのは事実である。特に、父が大学 で槍玉に上 げられ、私はまわ りの人か ら白い目で見 られた。 そし

て、昭和51年、文革が終わり、やっと日の目を見ることができるようになった。 その前の昭和凝年、私は強

制的に転向を命 じられ、 日本語教育 に携わるようにな り、中国史上はじめての上海市 ラジオ日本語講座の講

師 も兼任する。私の書いた日本語の教科書は未熟な ものであったが、85万部 も売れたのにはびっくりした。

日本語の文法・敬語及び日本文化の勉強をしなが ら仕事をや り、講師・助教授・教授 となった。昭和灰年、

学術振興会の招聘で30T― ぶ りに来 日。 それか ら平均 して年に 1回来 日、今回は第 8回 日である。 9年の間の

4年半は日本で過 ごし、言葉 も感覚 も何かめちゃくらゃにな り、国際人でな く、変人になった感がする。中

国 も日本 も或いは私みたいな変わ り者 も必要としているのではないかと思いつつ、今まで歩いて来 た道を最

クリステ ィル  ハ ンネ ロー レ 0  コジマ ●ルー

後まで歩 き続けようとしているのが私の姿である。
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